
告知義務の発生を回避

事
故
物
件
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
案
制
定

　　広告企画特集　　

少
額
短
期
保
険
の
活
用
で

損
害
リ
ス
ク
を
軽
減

遺
体
発
見
ま
で
の
　

平
均
日
数
は
約

日

入
居
者
の
安
否
確
認
状
況
を

ド
ア
セ
ン
サ
ー
で
確
認

札
幌
オ
ー
ナ
ー
ズ

高
齢
者
の
入
居
を
支
援
す
る

家
賃
保
証
と
見
守
り
サ
ー
ビ
ス

シ
ニ
ア
住
宅
プ
ラ
ザ

ち
ゃ
お
ち
ゃ
お
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
保
証

¥

¥ ¥

¥

¥ ¥

　
国
土
交
通
省
は
５
月


日
、
入
居
者
の
死
亡
事
故

・
事
件
な
ど
が
起
こ
っ
た

住
宅
、
い
わ
ゆ
る
「
事
故

物
件
」
に
つ
い
て
、
告
知

義
務
が
発
生
す
る
事
項
に

つ
い
て
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

案
を
発
表
し
た
。
事
件
性

の
高
い
殺
人
や
自
殺
、
火

災
な
ど
に
よ
る
死
亡
は
３

年
間
の
告
知
義
務
が
発
生

す
る
一
方
、
病
死
や
老
衰

な
ど
は
、
告
知
義
務
が
発

生
し
な
い
と
し
た
。
９
月

に
正
式
発
表
さ
れ
る
予
定

だ
。

　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
案
で

は
、
入
居
者
の
心
理
的
瑕

疵
（
か
し
）
の
大

き
さ
を
基
に
告
知

の
規
定
を
定
め

る
。
事
件
性
が
高

い
殺
人
や
自
殺
、

火
災
に
よ
る
死
亡

は
入
居
者
の
心
理

的
瑕
疵
が
大
き
い

と
判
断
し
、
事
件

発
生
後
３
年
間
は
入
居
希

望
者
に
対
し
告
知
す
る
義

務
を
設
け
た
。
孤
独
死
に

よ
り
遺
体
の
発
見
が
遅

れ
、
遺
体
か
ら
腐
敗
臭
や

ウ
ジ
虫
が
発
生
し
特
殊
清

掃
が
行
わ
れ
た
場
合
も
同

じ
扱
い
と
な
る
。
孤
独
死

で
も
、
死
亡
時
か
ら
日
数

が
た
た
ず
に
発
見
さ
れ
た

場
合
は
自
然
死
の
扱
い
と

な
り
、
告
知
義
務
は
発
生

し
な
い
。
腐
敗
は
季
節
に

よ
っ
て
進
行
度
に
差
が
出

る
た
め
、
告
知
義
務
発
生

の
目
安
と
な
る
よ
う
な
発

見
ま
で
の
日
数
な
ど
は
設

け
な
か
っ
た
。
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家
主
や
管
理
会
社
が
高
齢
者
の
入
居
を
受
け
入
れ
る

こ
と
は
、
空
室
解
消
に
つ
な
が
る
一
方
で
、
孤
独
死
や

認
知
症
に
よ
る
迷
惑
行
為
な
ど
の
リ
ス
ク
が
発
生
す

る
。
こ
う
し
た
リ
ス
ク
を
抑
制
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
見
守

り
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
て
い
く
。

　
少
額
短
期
保
険
協
会
は
、

正
会
員
１
１
０
社
か
ら
な
る

組
織
だ
。
日
常
生
活
に
お
け

る
安
全
・
安
心
を
提
供
し
、

様
々
な
リ
ス
ク
か
ら
身
を
守

る
た
め
の
啓
発
活
動
を
推
進

し
て
い
る
。

　
孤
独
死
発
生
時
の
損
害
を

軽
減
す
る
対
策
の
一
つ
と
し

て
、
少
額
短
期
保
険
の
活
用

が
あ
る
。
孤
独
死
対
応
の
保

険
は
、
加
入
者
が
オ
ー
ナ
ー

と
入
居
者
の
場
合
の
２
種
類

に
分
か
れ
る
。
オ
ー
ナ
ー
が

加
入
す
る
商
品
を
提
供
し
て

い
る
協
会
加
盟
保
険
会
社
は

現
在
４
社
の
み
。
対
し
て
入

居
者
が
加
入
す
る
商
品
を
提

供
し
て
い
る
会
社
は

社
を

超
え
て
い
る
。
高
齢
入
居
者

に
保
険
加
入
を
条
件
と
し
て

設
定
し
て
い
る
場
合
が
多

く
、
前
者
に
比
べ
普
及
が
進

ん
で
い
る
理
由
と
な
っ
て
い

る
。

　
高
齢
の
入
居
者
を
単
純
に

受
け
入
れ
拒
否
す
る
の
で
は

な
く
、
保
険
や
見
守
り
サ
ー

ビ
ス
を
活
用
し
リ
ス
ク
を
軽

減
さ
せ
る
こ
と
で
、
家
主
も

安
心
し
て
自
身
の
所
有
す
る

物
件
を
貸
す
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ
う
。

　
日
本
に
お
け
る

歳
以
上

の
人
口
は
２
０
２
０
年
９
月

時
点
で
３
６
１
７
万
人
。
総

人
口
に
占
め
る
割
合
は

・

７
％
で
、
こ
の
割
合
は
さ
ら

に
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
今
後
の
日
本
で
の
賃
貸

経
営
に
お
い
て
高
齢
者
の
受

け
入
れ
は
避
け
ら
れ
な
い
課

題
だ
が
、
高
齢
入
居
者
は
健

康
面
や
資
金
面
な
ど
の
不
安

が
あ
る
。中
で
も
孤
独
死
は
、

家
主
や
管
理
会
社
に
と
っ
て

大
き
な
損
害
に
な
る
リ
ス
ク

が
高
い
。

　
一
般
社
団
法
人
少
額
短
期

保
険
協
会（
東
京
都
中
央
区
）

で
は
、「
自
宅
内
で
死
亡
し
た

事
実
が
死
後
判
明
に
至
っ
た

独
り
暮
ら
し
の
人
」
を
孤
独

死
と
定
義
し
、
毎
年
『
孤
独

死
現
状
レ
ポ
ー
ト
』
を
ま
と

め
て
い
る
。
協
会
に
加
盟
す

る
少
額
短
期
保
険
会
社
の
孤

独
死
支
払
案
件
デ
ー
タ
を
統

計
化
し
た
も
の
だ
。
レ
ポ
ー

ト
に
よ
る
と
、

年
に
孤
独

死
し
た
人
は
４
４
４
８
人
。

そ
の
う
ち

代
以
上
は
約
６

割
だ
っ
た
。
発
見
ま
で
の
日

数
は
平
均

日
。
３
日
以
内

に
見
つ
か
っ
た
人
は
全
体
の


・
８
％
、２
週
間
以
上
か
か

っ
た
人
は
全
体
の

・
７
％

と
な
っ
て
い
る
。い
ず
れ
も

連
絡
が
途
絶
え
た
入
居
者
を

不
審
に
思
っ
た
身
内
や
管
理

会
社
が
、
自
宅
を
訪
問
し
て

発
見
す
る
パ
タ
ー
ン
が
多

い
。
孤
独
死
が
起
き
た
住
宅

の
原
状
復
旧
費
用
は
平
均
約


万
円
。
孤
独
死
の
リ
ス
ク

と
は
残
置
物
処
理
や
特
殊
清

掃
を
含
む
原
状
復
旧
費
用
、

そ
し
て
告
知
義
務
の
発
生
に

よ
る
家
賃
下
落
や
空
室
期
間

の
長
期
化
に
よ
る
も
の
だ
。

　

年
５
月
に
国
土
交
通
省

よ
り
発
表
さ
れ
た
事
故
物
件

に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
案

で
は
、
孤
独
死
が
起
き
た
部

屋
で
も
発
見
が
早
け
れ
ば
告

知
義
務
は
発
生
し
な
い
。
死

亡
事
故
を
根
本
的
に
防
ぐ
こ

と
は
難
し
く
て
も
、
異
変
に

い
ち
早
く
気
付
く
こ
と
で
損

害
は
最
小
限
に
抑
え
ら
れ

る
。

　
少
額
短
期
保
険
協
会
の
業

務
推
進
部
の
杉
本
茂
也
氏
は

「
孤
独
死
自
体
は
本
来
高
齢

者
の
み
の
問
題
で
は
な
い
。

若
い
女
性
の
居
室
内
自
殺
事

例
も
多
く
、
全
体
と
し
て
の

孤
独
死
数
は
増
加
傾
向
に
あ

る
。
発
生
を
回
避
す
る
こ
と

よ
り
、
発
生
後
す
み
や
か
に

発
見
し
対
応
で
き
る
環
境
作

り
が
大
切
だ
」
と
話
す
。

　
管
理
戸
数
約
４
０
０
０
戸

の
札
幌
オ
ー
ナ
ー
ズ
（
北
海

道
札
幌
市
）
で
は
、
高
齢
者

が
入
居
す
る
住
戸
に
Ｇ
ｕ
ｇ

ｅ
ｎ
ｋ
ａ（
グ
ゲ
ン
カ

同
）

の
『
貼
る
だ
け
！
ド
ア
カ
ウ

ン
タ
ー
』を
導
入
し
て
い
る
。

ト
イ
レ
の
ド
ア
に
設
置
、
開

閉
の
た
び
に
セ
ン
サ
ー
が
反

応
し
管
理
会
社
側
の
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
情
報
が
共
有

さ
れ
る
。
二
日
間
反
応
が
無

か
っ
た
場
合
、
通
知
が
来
る

設
定
に
し
て
い
る
。

　
２
月
よ
り

歳
以
上
の
入

居
希
望
者
に
は
、
『
ド
ア
カ

ウ
ン
タ
ー
』
を
設
置
し
、
高

齢
を
理
由
に
オ
ー
ナ
ー
か
ら

断
ら
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い

る
。
入
居
者
は
家
賃
や
共
益

費
と
は
別
に
、
リ
ー
ス
料
金

２
２
０
０
円
を
負
担
す
る
。

　
企
画
推
進
課
の
渡
辺
玄
太

氏
は
「
今
ま
で
地
方
に
住
ん

で
い
た
高
齢
者
が
交
通
ア
ク

セ
ス
の
よ
い
市
内
に
移
住
す

る
こ
と
が
多
い
。
高
齢
者
の

受
け
入
れ
先
と
し
て
当
社
の

認
知
度
を
上
げ
て
、
他
社
と

の
差
別
化
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
」
と
話
す
。

　
シ
ニ
ア
住
宅
プ
ラ
ザ
（
東

京
都
板
橋
区
）
で
は
、
グ
ル

ー
プ
会
社
の
ち
ゃ
お
ち
ゃ
お

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
保
証
（
同
）

の
高
齢
者
向
け
家
賃
債
務
保

証
と
、
日
本
社
宅
サ
ー
ビ
ス

（
東
京
都
新
宿
区
）
の
人
感

セ
ン
サ
ー
内
蔵
の
見
守
り
サ

ー
ビ
ズ
『
Ｔ
ｙ
ｐ
ｅ
‐
Ｓ

（
タ
イ
プ
エ
ス
）
』
を
活
用

し
、
高
齢
入
居
者
の
受
け
入

れ
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　
持
ち
家
の
な
い
高
齢
者
が

自
身
で
契
約
で
き
る
住
宅
は

限
ら
れ
て
い
る
。
家
主
が
安

心
し
て
貸
せ
る
よ
う
に
、
家

賃
債
務
保
証
の
加
入
と
見
守

り
サ
ー
ビ
ス
の
設
置
を
入
居

条
件
と
し
て
推
奨
し
て
い

る
。
現
在
、
同
社
の
家
賃
債

務
保
証
に
加
入
し
て
い
る
高

齢
者
は
約

人
だ
。
全
て
の

入
居
者
の
安
否
確
認
を
ち
ゃ

お
ち
ゃ
お
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
保

証
の
山
本
修
市
社
長
が
行
っ

て
い
る
。
山
本
社
長
は
「
不

動
産
事
業
を
幅
広
く
手
掛
け

る
同
社
だ
か
ら
こ
そ
、
住
宅

弱
者
へ
の
支
援
も
積
極
的
に

行
う
必
要
が
あ
る
。
今
後
も

さ
ら
な
る
サ
ー
ビ
ス
の
導
入

や
仕
組
み
を
検
討
し
て
い
き

た
い
」
と
話
す
。



異常時の早期発見で単
三
電
池
型
の
見
守
り
シ
ス
テ
ム

ネ
ッ
ト
回
線
不
要
の
人
感
セ
ン
サ
ー

３
つ
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
機
器
を
連
携
活
用

ド
ア
の
開
閉
を
自
動
検
知

自
立
を
支
援
す
る
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス

　　広告企画特集　　

ノ
バ
ル
ス

イ
ン
フ
ィ
ッ
ク

日
本
社
宅
サ
ー
ビ
ス

ラ
イ
フ
リ
ラ
イ
ア
ン
ス

Ｇ
ｕ
ｇ
ｅ
ｎ
ｋ
ａ
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ノ
バ
ル
ス
（
東
京
都
千

代
田
区
）
は
、『
Ｍ
ａ
Ｂ

ｅ
ｅ
ｅ
（
マ
ビ
ー
）
み
ま

も
り
電
池
サ
ー
ビ
ス
』
を

２
０
２
０
年
４
月
よ
り
一

般
消
費
者
向
け
に
提
供
し

て
い
る
。

　
同
サ
ー
ビ
ス
は
単
四
電

池
を
『
Ｍ
ａ
Ｂ
ｅ
ｅ
ｅ
み

ま
も
り
電
池
』
と
い
う
専

用
ケ
ー
ス
を

は
め
て
単
三

電
池
の
サ
イ

ズ
と
し
て
、

テ
レ
ビ
や
エ

ア
コ
ン
の
リ

モ
コ
ン
な
ど

の
家
電
製
品

に
入
れ
て
利

用
す
る
。
家

電
製
品
を
使

用
し
た
際
の
電
流
を
『
Ｍ

ａ
Ｂ
ｅ
ｅ
ｅ
み
ま
も
り
電

池
』
が
検
知
し
、
Ｂ
ｌ
ｕ

ｅ
ｔ
ｏ
ｏ
ｔ
ｈ
に
よ
っ
て

使
用
状
況
を
知
ら
せ
る
仕

組
み
だ
。
Ｂ
ｌ
ｕ
ｅ
ｔ
ｏ

ｏ
ｔ
ｈ
の
受
信
機
と
な
る

の
は
専
用
ア
プ
リ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
、

コ
ン
セ
ン
ト
に
取
り
付
け

る
マ
ッ
チ
箱
サ
イ
ズ
の
通

信
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
と
な

る
。

　
一
契
約
で
入
居
者
を
含

め
６
人
ま
で
登
録
す
る
こ

と
が
可
能
で
、
登
録
者
に

使
用
状
況
の
通
知
が
届

く
。
登
録
者
同
士
で
ア
プ

リ
内
に
グ
ル
ー
プ
チ
ャ
ッ

ト
を
作
成
し
、
会
話
を
す

る
こ
と
も
で
き
る
。

　
３
月
か
ら
は
不
動
産
業

界
向
け
の
展
開
を
開
始

し
、
全
国
の
法
人
へ
の
納

入
が
始
ま
っ
て
い
る
。
導

入
の
際
に
は
、
通
信
ゲ
ー

ト
ウ
ェ
イ
や
『
Ｍ
ａ
Ｂ
ｅ

ｅ
ｅ
み
ま
も
り
電
池
』
が

取
り
付
け
可
能
な
リ
モ
コ

ン
や
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
な

ど
の
製
品
も
あ
わ
せ
て
提

供
す
る
。
管
理
会
社
は
管

理
画
面
上
で
導
入
し
て
い

る
物
件
の
使
用
状
況
を
閲

覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
一
般
消
費
者
向
け
の
場

合
の
利
用
料
金
は
、
一
契

約
あ
た
り
月
額
１
０
７
８

円
で
あ
る
。
不
動
産
業
界

向
け
に
は
、
一
括
管
理
機

能
な
ど
を
含
ん
だ
特
別
パ

ッ
ケ
ー
ジ
を
用
意
し
て
い

る
。
初
期
費
用
は
専
用
ケ

ー
ス
や
機
器
な
ど
の
買
い

取
り
式
と
レ
ン
タ
ル
方
式

の
２
種
類
が
あ
り
、
個
別

見
積
り
と
な
る
。

　
岡
部
顕
宏
社
長
は
「
管

理
会
社
や
利
用
者
の
利
便

性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、

利
用
可
能
な
製
品
機
器
を

増
や
し
て
い
く
。
孤
独
死

保
険
や
事
後
処
理
サ
ー
ビ

ス
を
加
え
た
付
帯
サ
ー
ビ

ス
も
展
開
す
る
予
定
だ
」

と
今
後
の
抱
負
を
語
る
。

▶
単
三
電
池
サ
イ
ズ
の
専
用
ケ
ー
ス
に
単
四
電
池
を
入

れ
て
使
用

◀『
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｃ
‐
ｒ
ｏ
ｏ
ｍ
』
と

ス
マ
ホ
の
管
理
画
面

▶
見
守
り
利
用
の
場
合
、
ト
イ
レ
に
設
置
す
る
こ
と
が
多
い

　
介
護
施
設
を
運
営
す
る
イ

ン
フ
ィ
ッ
ク
（
静
岡
市
）
が

提
供
す
る
『
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｃ

‐
ｒ
ｏ
ｏ
ｍ
（
ラ
シ
ク
ル
ー

ム
）』
は
、
室
内
セ
ン
サ
ー

で
感
知
し
た
入
居
者
の
安
否

情
報
を
、
ク
ラ
ウ
ド
上
で
離

れ
て
暮
ら
す
家
族
や
介
護
事

業
者
、
管
理
会
社
な
ど
が
確

認
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
だ
。


年

月
か
ら
販
売
し
、
現
在

１
０
０
戸
以
上
の
住
宅
で
導

入
さ
れ
て
い
る
。

　
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
電
源
を

取
り
、
文
庫
本
サ
イ
ズ
な
の

で
手
軽
に
設
置
や
移
動
が
で

き
る
。
居
室
内
の
温
度
や
明

る
さ
、
入
居
者
の
動
き
を
感

知
し
て
、
起
床
・
就
寝
時
間

や
生
活
状
況
な
ど
の
情
報
を

記
録
す
る
。
各
情
報
は
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
た
専
用
ア
プ
リ
ケ
ー
シ

ョ
ン
か
ら
ク
ラ
ウ
ド
上
で
確

認
で
き
る
。
日
々
の
動
き
を

Ａ
Ｉ
が
検
知
し
、
一
か
月
ご

と
に
入
居
者
の
健
康
上
の
傾

向
と
対
策
に
つ
い
て
の
ア
ド

バ
イ
ス
が
表
示
さ
れ
る
。

　
機
器
の
通
信
に
は
Ｗ
ｉ
‐

Ｆ
ｉ
の
接
続
が
必
要
だ
が
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
な

い
住
宅
の
場
合
、
本
体
に
挿

し
込
む
だ
け
で
使
用
で
き
る

通
信
端
末
を
別
料
金
で
提
供

し
て
い
る
。
離
れ
た
場
所
に

て
一
人
で
暮
ら
す
高
齢
の
親

の
安
否
確
認
を
、
手
軽
に
行

え
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て
活
用

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
初
期

費
用
が
発
生
し
な
い
プ
ラ
ン

の
場
合
、
月
額
２
１
７
８
円

で
利
用
で
き
る
。

　
同
社
で
は
見
守
り
サ
ー
ビ

ス
の
他
に
も
高
齢
者
専
門
の

宅
配
事
業
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

各
自
治
体
と
協
力
し
な
が

ら
、
今
後
も
高
齢
者
の
自
立

を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
環
境
作

り
に
貢
献
し
て
い
く
。

　
社
宅
事
務
代
行
会
社
の
日

本
社
宅
サ
ー
ビ
ス
（
東
京
都

新
宿
区
）
の
グ
ル
ー
プ
会
社

で
あ
る
ス
リ
ー
Ｓ
（
エ
ス


同
）
で
は

年
よ
り
、
人
感

セ
ン
サ
ー
内
蔵
の
ホ
ー
ム
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
端
末
『
Ｔ
ｙ

ｐ
ｅ
‐
Ｓ（
タ
イ
プ
エ
ス
）』

を
販
売
し
て
い
る
。

年
６

月
末
時
点
の
納
実
績
は
１
万

１
０
０
０
戸
以
上
だ
。

　
端
末
を
コ
ン
セ
ン
ト
と
つ

な
ぎ
、
通
知
先
の
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
を
登
録
す
る
こ
と
で

利
用
で
き
る
。
本
体
に
Ｓ
Ｉ

Ｍ
（
シ
ム
）
カ
ー
ド
が
内
蔵

さ
れ
て
い
る
た
め
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
環
境
は
不
要
だ
。

セ
ン
サ
ー
の
有
効
範
囲
は
５

メ
ー
ト
ル
以
上
。
部
屋
の
明

る
さ
に
関
わ
ら
ず
人
の
動
き

を
検
知
し
、
一
般
的
な
一
人

暮
ら
し
の
居
室
の
広
さ
を
十

分
に
カ
バ
ー
す
る
。

　
在
宅
モ
ー
ド
で
は
、
居
室

内
で
人
感
セ
ン
サ
ー
が
一
定

時
間
反
応
し
な
か
っ
た
場
合

に
通
知
が
発
生
。
反
応
が
な

く
な
っ
て
か
ら
の
経
過
時
間

を

時
間
と

時
間
の
ど
ち

ら
か
で
設
定
で
き
る
。
外
出

モ
ー
ド
で
は
反
対
に
、
人
感

セ
ン
サ
ー
が
反
応
し
た
場
合

に
通
知
さ
れ
る
仕
組
み
だ
。

モ
ー
ド
切
替
え
は
手
動
で
行

う
。
非
常
ボ
タ
ン
も
搭
載
さ

れ
て
お
り
、
自
身
や
周
辺
に

異
変
を
感
じ
た
場
合
す
ぐ
に

通
知
先
に
知
ら
せ
る
こ
と
が

で
き
る
。
見
守
り
機
能
と
し

て
だ
け
で
な
く
、
防
犯
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
ー
機
能
と
し
て
も

役
立
つ
。

　
賃
貸
住
宅
向
け
に
入
居
者

が
無
料
で
利
用
で
き
る
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
設
備
を
提
案
す

る
ラ
イ
フ
リ
ラ
イ
ア
ン
ス

（
大
阪
市
）
は

年
か
ら
、

『
ス
マ
ー
ト
Ｉ
ｏ
Ｔ
ホ
ー
ム

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
』
を
販
売

し
て
い
る
。
見
守
り
サ
ー
ビ

ス
に
特
化
し
た
Ｉ
ｏ
Ｔ
商
品

で
、
高
齢
者
だ
け
な
く
、
ペ

ッ
ト
や
幼
い
子
ど
も
の
安
否

確
認
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
さ

え
あ
れ
ば
、
機
器
を
設
置
す

る
だ
け
で
、
利
用
で
き
る
手

軽
さ
が
特
徴
で
あ
る
。
ハ
ブ

と
な
る『
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
』、

ド
ア
や
窓
の
開
閉
と
温
度
と

照
度
を
認
識
す
る
『
３
ｉ
ｎ

１
セ
ン
サ
ー
』
、
動
き
を
感

知
す
る
『
モ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

サ
ー
』
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て

い
る
。
例
え
ば
、
寝
室
の
ド

ア
に
『
３
ｉ
ｎ
セ
ン
サ
ー
』

を
設
置
す
る
と
、
開
閉
を
感

知
し
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
通

知
す
る
機
能
を
使
う
こ
と
で

独
居
高
齢
者
の
安
否
確
認

を
、
離
れ
て
暮
ら
す
家
族
が

容
易
で
き
る
。
他
に
も
オ
プ

シ
ョ
ン
で
、
外
出
先
か
ら
家

の
様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
『
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｐ
カ
メ

ラ
』、
遠
隔
で
電
化
機
器
の

オ
ン
・
オ
フ
が
可
能
に
な
る

『
ス
マ
ー
ト
プ
ラ
グ
』
も
取

り
扱
っ
て
い
る
。
管
理
会
社

が
代
理
店
と
な
り
入
居
者
に

販
売
す
る
こ
と
も
可
能
。

　
Ｇ
ｕ
ｇ
ｅ
ｎ
ｋ
ａ
（
グ
ゲ

ン
カ

札
幌
市
）
が
販
売
す

る
『
貼
る
だ
け
！
ド
ア
カ
ウ

ン
タ
ー
』
は
、
ド
ア
の
開
閉

に
よ
っ
て
入
居
者
の
安
否
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
シ

ス
テ
ム
だ
。

年

月
に
提

供
を
始
め
て
か
ら
、
不
動
産

会
社
や
賃
貸
住
宅
を
所
有
す

る
オ
ー
ナ
ー
向
け
に
１
２
０

台
以
上
販
売
し
て
い
る
。

　
ト
イ
レ
や
玄
関
の
ド
ア
な

ど
日
常
的
か
つ
頻
繁
に
開
閉

す
る
ド
ア
に
取
り
付
け
て
使

用
す
る
。
リ
チ
ウ
ム
電
池
を

用
い
て
お
り
、
約
５
年
交
換

無
し
で
稼
働
す
る
。
両
面
テ

ー
プ
で
の
接
着
が
可
能
な
た

め
、
大
掛
か

り
な
工
事
は

不
要
だ
。
ド

ア
が
開
閉
し

た
こ
と
を
感

知
し
、
事
前

に
登
録
し
た

メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
や
管
理

シ
ス
テ
ム
に

届
く
仕
組

み
。
通
知
は

時
間
帯
ご
と
に
記
録
さ
れ
、

最
後
の
開
閉
の
タ
イ
ミ
ン
グ

も
す
ぐ
に
分
か
る
。
通
知
方

法
は
２
種
類
あ
り
、
開
閉
の

た
び
に
通
知
す
る
方
法
と
、

一
定
時
間
動
き
が
無
か
っ
た

際
に
通
知
す
る
方
法
だ
。
前

者
の
場
合
は
、
空
室
の
ド
ア

に
取
り
付
け
る
こ
と
で
内
見

回
数
を
把
握
で
き
、
不
法
侵

入
者
が
い
た
場
合
に
す
ぐ
察

知
す
る
防
犯
シ
ス
テ
ム
と
な

る
。
後
者
は
、
入
居
者
の
見

守
り
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
安
否

確
認
の
た
め
に
活
用
で
き

る
。

　
製
品
に
は
電
波
を
発
生
す

る
機
械
が
内
蔵
さ
れ
て
い
る

た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環

境
な
ど
の
通
信
シ
ス
テ
ム
と

の
連
携
は
不
要
で
あ
る
。
機

器
代
が
１
万
６
５
０
０
円
か

ら
。
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は

毎
月
９
９
０
円
と
な
る
。

▶
各
種
ボ
タ
ン
操
作
が
し
や
す
い
デ
ザ

イ
ン
と
な
っ
て
い
る


